





The Thyreo・linguo-facial Trunk 
in the Japanese Monkey










































































































長　さ 舌一顔面 上甲状腺一繹鼕逍ﾊ 計
2．0－2．9 2ほ6．67） 2（11．11）
6．0－6．9 1（8．33） 1（5．56）
7．0－7．9 2（16．67／・ 1（16．67ノ 3（16．67）
8．0－8．9 2（16．67） 1（16．67）3（16．67）























長　さ 舌一顔面 上甲状腺一繹鼕逍ﾊ 計
0．0－0．9 1（8．33） 3（50．00） 4（22．22）
1．0－1．9 5（41．67） 1（16．67）6（33．33）
2．0－2．9 31125，00） 3（16．67）
3．0－3．9 1（8．33） 2（33．33ノ 3（16．67）
5．0－5．9 2（16．67） 2（11．11）





恩田・舟津 DyrudJ．足　立 鈴木他 篠　原 WolfuJ，etal．
分　岐　型




上甲状腺一舌動脈幹 6（2．00） 2（1．39） 1（2．22） 1（1．25）
舌一顔面動脈幹 12（66、67）2（50．00） 56（18，66）21（14．58） 10（22．22）14（17．50）
上甲状腺一舌顔面動脈幹 6（33．33） 1（25．00）1（0．33）
計 18 4 300 144 45 80
／
fac
1・・?、1㎡
thy＼
図3：上喉頭一舌一顔面動脈幹
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は原始的形態なのだろうか．また，舌一顔面動脈
・幹の長さもヒトとサルの大きさの割合からすると
かなり長い．ヒトが直立歩行をすることにより頸
部に変化を生じ，それにともなった動脈の変化な
のだろうか．
結 論
　ニホンザル18例の外頸動脈前壁より起始する，
上甲状腺動脈，舌動脈と顔面動脈を観察し，次の
結果を得た．
　1．共同幹の出現率は舌一顔面動脈幹50．0％，
上甲状腺一舌一顔面動脈幹33．3％，上喉頭一舌
一顔面動脈幹16．7％で，ヒトと比べて非常に高率
である．
　2．共同幹の長さの平均は舌一顔面動脈幹8．2
mm，上甲状腺一舌一顔面動脈11．5mmである．
　3．内，外頸動脈分岐部から共同幹分岐部まで
の長さの平均は舌一顔面動脈幹2．2mm，舌一顔面
動脈幹L5mmである．
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